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� 役場

平成30年度　古平町
２年連続

実質赤字!!

一般会計歳入

決算を報告します
　一般会計の歳入決算総額は34億2679万4628円で、前年度決算に比べ18.75％減、歳出決算総額は32億

9121万3310円で、前年度決算に比べ20.99％減となっています。

特別会計決算

　特定の事業を行うために、一般会計と分け

て設置される特別会計には国民健康保険、後

期高齢者医療、簡易水道、公共下水道、介護

保険サービスの各会計があります。各会計の

決算概要は次のとおりです。

地方交付税…一定のサービスを確

保するため人口や税収に応じ国

から交付されたもの

国・道支出金…町が行う事業に対

する国・道からの補助金など

町税…町民税・固定資産税など

寄附金…ふるさと納税などで町に

寄附いただいたもの

町債…町の借入金

諸収入…貸したお金の返済金や広

告収入など

地方消費税交付金…地方消費税

（市町村分）が、道から市町村

へ交付されたもの

繰越金…前年度の余剰金が繰越さ

れたもの

地方贈与税…国が徴収した税金の

一部が市町村へ配分されたもの

分担金及び負担金…町が行う特定

の事業により利益を受けるもの

が負担したもの

その他…基金繰入金、使用料及び

手数料、土地売払収入、その他

交付金など

（単位：円）

特別会計項目 歳入 歳出 歳入歳出差引額

国民健康保険事業特別会計 174,763,979 171,320,549 3,443,430

後期高齢者医療特別会計 64,036,642 63,869,997 166,645

簡易水道事業特別会計 188,975,268 188,975,268 0

公共下水道事業特別会計 194,296,500 194,296,500 0

介護保険サービス事業特別会計 40,455,161 40,455,161 0

合計 662,527,550 658,917,475 3,610,075

地方交付税
53.7%

国・道支出金
13.9%

町税
6.3%

寄附金
5.2%

町債
4.6%

諸収入
2.0%

地方消費税交付金
1.8%

繰越金
1.5%

地方譲与税
0.6%

分担金及び負担金
0.2% その他

10.2%

歳入

３４億

２６７９万４６２８円
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実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

額
は
１
億
３
５
５
８
万
１
千
円
で
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
額
１
億
２

９
４
０
万
５
千
円
を
引
い
た
実
質

収
支
は
６
１
７
万
６
千
円
の
黒
字

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
前
年
度
純
繰

越
額
３
８
７
５
万
４
千
円
を
差
し

引
き
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
１

９
４
０
万
円
を
加
え
、
財
政
調
整

基
金
取
崩
額
１
億
５
０
０
０
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支

は
１
億
６
３
１
７
万
８
千
円
の
赤

字
で
、
昨
年
度
に
続
き
、
２
年
連

続
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
と
も
に
減
少

　
平
成
30
年
度
は
、
前
年
度
の
大

型
事
業
で
あ
る
消
防
車
の
購
入
や

清
川
団
地
建
設
、
町
道
高
校
通
線

の
工
事
完
了
な
ど
で
前
年
度
よ
り

減
少
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
は
火
葬
場
の
建

設
事
業
や
複
合
施
設
の
建
設
を
予

定
し
て
お
り
、
新
規
事
業
の
み
な

ら
ず
既
存
事
業
に
お
い
て
も
、
必

要
性
や
緊
急
性
の
観
点
か
ら
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
健
全
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一般会計歳出

財政健全化判断比率・資金不足比率

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成30年度

決算に係る健全化判断比率等を公表します。

　すべての数値において国の基準を下回っており、健全ではありま

すが、実質公債費比率は平成29年度の9.1％から増加しています。

物件費…消耗品の購入費、通信費

や公共施設の管理費などの経費

人件費…町職員の給料や町議会議

員や委員会委員の報酬など

扶助費…高齢者や乳幼児等の医療

費助成や、児童手当の給付など

社会保障に必要な経費

繰出金…他の会計や基金へ繰り出

すためのもの

公債費…町債（町の借金）と一時

借入金の元本と利子の返済金

補助費等…さまざまな団体への補

助金や負担金など

積立金…基金（町の貯金）などに

積み立てる費用

建設事業費…道路や公園、町営住

宅などの公共施設を建設する経

費

維持補修費…施設等の維持管理上

必要な経費

【指標の説明】

実質赤字比率…市町村の一般会計

等の赤字の程度を指標化し、財

政運営の深刻度を示すものです。

連結実質赤字比率…全ての会計の

赤字・黒字を合算し、市町村全

体としての赤字の程度を示す比

率です。

実質公債費比率…市町村の借入金

の返済分等の大きさを指標化し、

財政負担をみるための比率です。

将来負担比率…市町村の借入金や

将来支払が見込まれる負債分を

指標化し、将来の負担を示すも

のです。

資金不足比率…公営企業の事業規

模に対する資金の不足額の比率

を示し、経営状況を把握するも

のです。

物件費
20.0%

人件費
16.3%

扶助費
13.5%繰出金

12.7%

公債費
12.2%

補助費等
9.4%

積立金
7.3%

建設事業費
4.5%

維持補修費
4.1%

歳出

３２億

９１２１万３３１０円

□健全化判断比率

指標名 決算比率
早期健全化基準
（国の基準）

財政再生基準
（国の基準）

実質赤字比率 ー 15.00% 20.00%

連結実質赤字比率 ー 20.00% 30.00%

実質公債費比率 9.5% 25.00% 35.00%

将来負担比率 6.6% 350.00% ー
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字のため「ー（該当なし）」と表示して
います。

□資金不足比率

会計名 決算比率
経営健全化基準
（国の基準）

簡易水道事業特別会計 ー
20.00%

公共下水道事業特別会計 ー
※各会計の資金不足比率は、黒字のため「ー（該当なし）」と表示しています。
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第
３
回
定
例
会

�

行
政
報
告

１　

中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
の
建
設

　

中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
建
設
事
業
は
、

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
や
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
及
び
地
域
懇
談
会
な
ど
の
意
見

を
参
考
に
基
本
設
計
案
を
取
り
ま
と
め
、

６
月
末
に
業
務
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
開
催
し
た
庁
舎
建
設
特
別

委
員
会
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
な
ぜ
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
建
設
を
す
る
の
か
、
規
模

が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
疑

念
を
抱
か
れ
て
い
る
と
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
基
本
設
計
の
概
要
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
施
設
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
町
広
報
な
ど
に
よ
り
情
報
共

有
や
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
設
計
業
務
は
「
設
計
施
工

一
括
方
式
」
を
採
用
し
た
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
最
優
秀
者
で
あ
る
大
成
建
設

株
式
会
社
と
７
月
24
日
に
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
会
館
解
体
後
の
ふ
る
び
ら

１
５
０
年
広
場
、
複
合
施
設
の
外
構
及
び

恵
比
須
小
路
線
改
良
の
実
施
設
計
に
つ
い

て
も
、
７
月
９
日
に
日
本
デ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
、

実
施
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　

子
育
て
や
教
育
に
か
か
る
費
用
負
担
の

軽
減
を
図
る
少
子
化
対
策
の
観
点
な
ど
か

ら
、
10
月
１
日
に
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
町
の
認
定
こ
ど
も
園
幼
児
セ
ン
タ
ー

み
ら
い
の
保
育
料
も
無
償
化
と
す
る
よ
う
、

法
の
改
正
に
基
づ
く
関
係
条
例
の
一
部
改

正
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
償
化
に
伴
い
、
給
食
費
は
国

の
基
準
に
基
づ
き
、
実
費
徴
収
い
た
し
ま

す
。

　

主
食
費
に
つ
い
て
は
、
国
で
は
月
額
３

０
０
０
円
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
委
託
料
か
ら
計
算
し
た
月
額
１
７
０

０
円
と
し
、
副
食
費
に
つ
い
て
は
、
国
が

目
安
と
す
る
月
額
４
５
０
０
円
を
上
回
る

委
託
料
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
保
護
者
の

負
担
を
考
え
、
国
の
目
安
ど
お
り
４
５
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
、
説
明

を
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
十
分
な
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所

得
者
及
び
子
育
て
世
帯
の
家
計
の
消
費
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
消
費
下
支
え
の
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
発
行
・
販
売
す
る
事
業
を
10

月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
全
国
の
市
区
町
村
で
一
律

に
実
施
さ
れ
、
１
人
あ
た
り
最
大
で
２
万

５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
２
万
円
で
購

入
で
き
る
と
い
う
25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が

付
い
た
商
品
券
で
す
。

　

対
象
者
は
、
非
課
税
者
で
約
８
０
０
人
、

３
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
は
約
50
人
で
、

非
課
税
者
に
は
購
入
申
込
書
を
、
子
育
て

世
帯
に
は
購
入
引
換
券
を
対
象
者
宛
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
10
月
１
日
か
ら
販
売
開

始
し
、
来
年
の
３
月
15
日
ま
で
使
用
可
能

で
す
。
使
用
可
能
店
舗
は
随
時
申
込
を
受

け
付
け
、
町
内
で
広
く
消
費
さ
れ
る
よ
う

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

４　

町
立
診
療
所
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

直
営
で
の
運
営
も
５
カ
月
が
経
過
し
、

４
～
８
月
の
診
療
日
数
は
62
日
（
半
日
診

療
）
で
延
べ
受
診
者
数
２
０
６
３
人
（
平

均
33
・
３
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に
間
に

合
う
よ
う
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

外
来
を
追
加
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事

業
協
会
の
協
力
を
受
け
運
営
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
安
定
的
な
一

次
医
療
の
提
供
や
二
次
医
療
へ
の
円
滑
な

引
き
継
ぎ
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
８
月

１
日
に
医
師
派
遣
元
の
小
樽
協
会
病
院
及

び
余
市
協
会
病
院
と
古
平
町
地
域
医
療
支

援
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

業
務
委
託
の
内
容
は
、
地
域
医
療
の
確

保
に
係
る
支
援
業
務
、
診
療
所
の
外
来
診

療
及
び
医
療
従
事
者
の
質
の
向
上
に
関
す

る
助
言
、
指
導
、
支
援
と
医
師
等
の
専
門

職
員
の
処
遇
に
関
す
る
調
整
業
務
、
そ
の

他
、
診
療
所
の
運
営
全
般
に
関
す
る
支
援

と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
で
す
。

　

社
会
的
な
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療

人
材
不
足
に
よ
り
、
極
め
て
困
難
な
状
況

で
す
が
、
引
き
続
き
地
域
医
療
の
確
保
・

充
実
に
最
大
限
の
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

５　

ふ
る
さ
と
納
税

　

８
月
末
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
、

寄
付
件
数
５
６
９
１
件
（
対
前
年
同
期
比

１
５
５
・
１
％
）
、
寄
付
額
６
１
３
６
万

円
（
対
前
年
同
期
比
１
３
７
・
５
％
）
と

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、

５
月
31
日
か
ら
本
町
へ
寄
付
で
き
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
１
社
増
や
し
た
影
響
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
ご
承
知

の
と
お
り
６
月
か
ら
新
制
度
へ
移
行
し
て

お
り
、
総
務
省
の
示
す
基
準
を
満
た
し
た

場
合
の
み
、
税
の
優
遇
対
象
の
市
町
村
に

指
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
と
し
ま
し
て
は
制
度
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の
範
囲
内
で
地
元
特
産
品
を
最
大
限
に
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
と
な
る
寄
附
金
を
募
集
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し

た
昨
今
の
情
報
化
社
会
を
踏
ま
え
、
効
率

的
に
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

さ
ら
に
は
寄
付
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
も
10
月
15
日
か
ら
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

さ
ら
に
１
件
増
や
す
予
定
で
す
。

６　

中
小
企
業
振
興
対
策

　

経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
も
の
づ
く

り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
、
小
規
模

事
業
者
持
続
化
発
展
補
助
金
な
ど
の
中
小

企
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
に
つ
い
て
、

商
工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
制
度
の

活
用
に
対
し
て
支
援
を
行
い
令
和
元
年
度

の
申
請
を
行
っ
た
結
果
、
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
に
つ
い
て
は
水

産
加
工
業
者
１
社
が
採
択
、
小
規
模
事
業

者
持
続
化
発
展
補
助
金
に
つ
い
て
は
水
産

加
工
業
者
２
社
及
び
飲
食
店
２
社
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
北
海
道
経
済
産
業
局
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
商
工
会
と
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
制
度
の
活
用
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

７　

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
配
布

　

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
、
下
水
道
の
役

割
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
各
地
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
観
光
振
興
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
下
水
道
広
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
企
画
・
監
修
し
、
地

方
公
共
団
体
と
共
同
で
作
成
す
る
も
の
で
、

全
国
４
５
４
団
体
５
３
９
種
類
の
カ
ー
ド

が
発
行
さ
れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
８
月
７
日
か
ら
発
行

さ
れ
た
第
10
弾
に
参
画
し
、
役
場
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
９
月
７
日
ま
で
の
１
カ
月

間
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
求
め
て
５

４
３
名
の
方
が
来
庁
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
配
布
が
地

域
経
済
の
活
性
化
や
観
光
振
興
の
一
助
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
報
告

１　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

４
月
18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
７
月
31
日
に
文

部
科
学
省
か
ら
全
国
・
都
道
府
県
別
の
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
語
と
算
数
・
数
学
に
お

い
て
は
、
主
と
し
て
知
識
に
関
す
る
Ａ
問

題
と
活
用
に
関
す
る
Ｂ
問
題
に
よ
る
調
査

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
、

国
語
と
算
数
・
数
学
は
知
識
と
活
用
を
一

体
的
に
問
う
問
題
に
見
直
さ
れ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
中
学
校
で
英
語
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
全
体
で
、
す
べ
て
の
教
科
が
全

国
の
平
均
正
答
率
に
届
い
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
、
11
月
に
は
道
教
委
か
ら
各
管
内

別
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
き
ま
し
て
、
調
査
の
分
析

結
果
を
２
学
期
か
ら
の
授
業
改
善
等
に
役

立
て
る
よ
う
指
導
・
助
言
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

２　

第
４
地
区
教
科
書
採
択

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
が

施
行
さ
れ
る
小
学
校
の
教
科
書
に
つ
い
て
、

本
年
度
、
後
志
管
内
の
町
村
で
構
成
さ
れ

る
第
４
地
区
教
科
書
採
択
教
育
委
員
会
協

議
会
で
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
事
務
局
を
北
後
志
の
仁
木
町
、
積
丹

町
、
赤
井
川
村
、
古
平
町
の
４
町
村
の
連

合
事
務
局
で
担
当
し
ま
し
た
。

　

３
回
の
協
議
会
と
２
回
の
調
査
委
員
会

を
経
て
８
月
２
日
に
採
択
さ
れ
、
本
町
で

は
、
８
月
26
日
開
催
の
教
育
委
員
会
で
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
択
理
由
な
ど
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
で
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
広
報
10
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

３　

地
域
交
流
給
食
試
食
会

　

７
月
３
日
に
古
平
小
学
校
で
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
に
給
食
に
関
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
地
域
交
流
給

食
試
食
会
」
を
開
催
し
、
７
名
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
と
６
年
生
が
一
緒
に
食
べ
る
交

流
給
食
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
地
場

産
の
イ
カ
や
タ
コ
を
使
っ
た
カ
レ
ー
丼
や

タ
コ
ザ
ン
ギ
な
ど
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る

限
り
地
場
産
の
食
材
を
活
用
し
た
安
全
で

安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

４　

ふ
る
び
ら
通
学
合
宿

　

子
ど
も
達
が
、
親
元
を
離
れ
て
学
校
に

通
い
な
が
ら
集
団
宿
泊
生
活
な
ど
を
行
う

中
で
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
や
人

間
関
係
力
な
ど
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

９
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
泊
４
日
で

漁
港
会
館
を
会
場
に
「
ふ
る
び
ら
通
学
合

宿
」
を
実
施
し
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
16
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
運
動
を
体
験
し
、
自
主
学
習
の
計
画

を
立
て
た
り
、
班
で
協
力
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
３

日
目
の
夜
に
は
保
護
者
の
前
で
合
宿
の
感

想
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
想
発
表
会
に
合
わ
せ
て
、
後
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志
教
育
局
社
会
教
育
指
導
班
の
河
村
主
査

を
講
師
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習

慣
に
関
す
る
保
護
者
向
け
研
修
会
を
開
催

し
、
９
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
保
護
者
と
連
携
し
て
子
ど
も
達

の
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
な
ど
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５　

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

７
月
19
日
に
道
立
図
書
館
職
員
を
講
師

と
し
て
、
図
書
資
料
の
保
存
・
修
理
の
理

論
及
び
実
践
に
関
す
る
研
修
会
を
文
化
会

館
で
開
催
し
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
７
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
読
書
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

６　

第
44
回
古
平
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　

10
月
14
日
に
開
催
す
る
第
44
回
古
平

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は
、
申
込
締
切
の
９

月
２
日
に
定
員
の
１
２
０
０
名
に
達
し
た

た
め
、
当
日
受
付
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、

町
内
放
送
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

議
案
第
37
号 

〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

現
行
予
算
に
９
７
７
７
万
１
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
37
億
１
６
９
７
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
増
に
伴
う
委
託
料

の
増
加
な
ど
で
す
。

議
案
第
38
号 

〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
に
２
１
９
万
３
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
６
６
８
９
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
担
当
職
員

の
変
更
に
伴
う
職
員
給
料
等
の
増
加
な
ど

で
す
。

議
案
第
39
号 

〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
に
１
９
９
万
８
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
２
億
１
１
２
９
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
内
容
は
決
算
見
込

に
伴
う
消
費
税
の
増
加
で
す
。

議
案
第
40
号 

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
よ
り
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
内
容
は
氏
名
の

後
に
旧
氏
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
41
号 

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
給
食
費
の
う
ち
副
食
費
を
、
多

子
世
帯
及
び
低
所
得
者
世
帯
の
減
免
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
42
号　

 

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
利
用
者
負
担
の
変
更
な
ど
で
す
。

議
案
第
43
号 

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
、
給
食
費
の
料
金
変
更
な
ど
で

す
。

報
告
第
２
号 

〈
原
案
承
認
〉

平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
３
号 

〈
原
案
承
認
〉

平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

同
意
第
３
号 

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

古
平
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
須
田
嘉
勝
さ
ん
を
再
任
す
る
た

め
に
、
地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

同
意
第
４
号 

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

古
平
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
八
戸
幸
治
さ
ん
を
選
任
す
る
た

め
に
、
地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

認
定
第
１
号 

〈
原
案
認
定
〉

平
成
30
年
度
古
平
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
古
平
町
各
会
計
決
算
を
地

方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
す
。



2019.11 広報ふるびら7

出来事

古
平
小
学
校
学
芸
会

　
10
月
12
日
、
古
平
小
学
校
で
学
芸
会
が

行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
家
族
や
地
域
住
民

な
ど
、
多
く
の
観
客
の
前
で
劇
や
音
楽
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
学
芸
会
は
忍
者
の
格
好
を
し
た
１
年
生

が
元
気
よ
く
演
目
を
紹
介
す
る
「
は
じ
め

の
言
葉
」
か
ら
始
ま
り
、
全
校
合
唱
で
は

迫
力
の
あ
る
歌
声
で
「
こ
の
星
に
生
ま
れ

て
」
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

各
学
年
は
１
・
３
・５
年
生
が
音
楽
を
、

２・
４・
６
年
生
が
劇
を
発
表
し
ま
す
。

　
最
後
の
６
年
生
の
劇
「
人
形
館
」
で
は

人
間
の
世
界
を
嫌
に
な
っ
た
主
人
公
が
人

形
に
な
っ
て
し
ま
う
話
で
、
そ
の
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
な
雰
囲
気
や
人
の
心
模
様
を
、
動

き
や
話
し
方
な
ど
で
見
事
に
表
現
し
て
い

ま
し
た
。

古
平
中
学
校
古
中
祭

　
10
月
５
日
に
は
、
古
平
中
学
校
で
第
72

回
古
中
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
動
画
後
、
本
田
亨
校
長

の
『
自
分
の
殻
を
破
り
思
い
き
り
や
っ
て

ほ
し
い
』
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
た
り

ん
ご
ち
ゃ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
一

気
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
１
年
生
が
『
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ョ
ー
１
年
生
と
夢
の
国
in
古

平
』
を
演
じ
、
楽
器
の
生
演
奏
を
交
え
、

３
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
く
表
現
し
て

い
ま
し
た
。
２
年
生
の
『
桃
太
郎
』
で
は
、

定
番
の
話
を
面
白
お
か
し
く
ア
レ
ン
ジ

し
、
会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
３

年
生
の
『
メ
イ
ド
喫
茶
』
は
、
効
果
音
を

巧
み
に
使
い
、
働
く
メ
イ
ド
の
心
情
を
コ

ミ
カ
ル
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

１年生音楽「さがそう！ぼくらのなかまたち！」

１年生「ディズニーショー１年生と夢の国in古平」

６年生劇　「人形館」

３年生「メイド喫茶」

４年生劇　落語「まんじゅうこわい」「じゅげむ」

２年生「桃太郎」



  広報ふるびら 2019.11 8

� 出来事

マラソン大会のようす

身長ほどあるマットの山登りをするようす

興味津々に鮭を触るようす

古平小学校で校内マラソン大会が行われました。児
童の体力向上や忍耐力を養うために毎年開催されてい
ます。
大会は低・中・高学年ごとに行われ、それぞれグラ
ウンドの外を２～４周走り、高学年の走る距離は約２
ｋｍにもなります。今回は午後からの開催ということ
で、いつもは給食をおかわりする子も控えるなど、大
会に向けてコンディションを整えていたようです。い
ざ走り始めると、マラソンが得意な子もそうでない子
も一生懸命ベストを尽くしているようでした。
高学年の部で１位になった５年生の山寺流騎斗くん
は「疲れた。練習では４位だったけれど、今日は楽し
く走れた」と話してくれました。

９
20 青空のもと颯爽と駆ける

古平小学校マラソン大会

古平スポーツクラブを営むＢｉｒｔｈ47が、子ど
もたちに運動の楽しさを知ってもらうために、海洋セ
ンターで「古平miniＳＡＳＵＫＥ」を開催しました。
ＳＡＳＵＫＥとは多難なアスレチックのコースを挑み
ゴールを目指すテレビ番組です。
参加した４歳児から６年生までの子どもたち26人
は２人１組になり、アリーナいっぱいに広がったトラ
ンポリンやマットの山、蜘蛛の巣など多くの障害物が
並ぶコースを走りゴールまでの時間を競いました。
小学校２年生の部で優勝した西村大冴くんは「跳び
箱の上にマットを敷いた山登りが特に楽しかったで
す」と話していました。

９
28

古平miniＳＡＳＵＫＥ

幼児センターで子どもたちの食べ物に対する感謝の
気持ちを養うため、鮭の解体ショーが行われました。
初めに、職員が子どもたちに、オスとメスの鮭を見
比べてもらい、口や尾びれの形で見分けられることを教
えていました。
子どもたちが鮭を触ってみたり匂いを嗅いでみたり
すると、「うわぁ～」「ここ触ると痛いよ！」など大興奮。
解体された鮭は、お昼ご飯にフライや味噌汁としてみん
なでおいしく食べていました。
たいよう組の依田妃那ちゃんは「心臓が思ったより
固くておもしろかった」と話してくれました。

10
２ ばっちり鮭のオス・メスを見極め

幼児センター鮭の解体ショー

アリーナいっぱいの障害物競争
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出来事

美協展のようす

文化会館の太陽ホールで古平美術協会（穂井田日出
麿会長）の第50回美協展が開かれ、会長が開くアト
リエの生徒作品、計33つの多様な油彩画が並びまし
た。
作品は、古平の極寒の中でのスケソウの網はずしの

様子や秋の風景を描いたもの、部屋の中のかぼちゃや
お花を描いたものなど様々で、とても見応えがある作
品ばかりです。
古平美術協会の穂井田日出麿会長は「これだと決め

たものを表現しようと挑戦し、個性的な作品が増えて
きました」と話してくれました。

10
3～6多種の油彩が放つ存在感

第５０回古平美協展

多くの意見を交わすようす

文化会館で宮本莊三シェフを招き、新ご当地グルメ
開発会議が行われました。
開発会議では中華風南蛮たらこや餃子、春巻きなど

の点心を開発したたらこマヨネーズやたらこソースに
付けるなど、さまざまな食べ方を検討しました。
集まったメンバーからは、「春巻きをレタスに巻いて

ワンハンドグルメとして売るといい」「ニンニクがたら
この生臭さを消す」「じゃがいもを入れるとたらこに合
う」など多くの意見が出て、今後の方向性が見えてき
たようです。

10
３ たらこの多様な可能性を追求
新ご当地グルメ開発会議

競技『動物さんのモグモグタイム』のようす

子育て支援センターの運動会が海洋センターで開か
れ26組の親子が参加しました。
競技はよちよち歩きのかけっこから始まりました。

ハチに扮して階段を昇り降りする『ぶんぶんぶん♪』
では、ハチの格好が気に入り、ゴール後も会場を駆け
回り服が回収できない事態が発生していました。エビ
とカニの格好でゴールを目指す『Ｌｅｔ‘ｓエビカニ』
では、途中でコース上に他の子が何人も乱入してきた
りするなど笑い溢れる運動会でした。
参加した石塚さん親子は「自分の子だけでなく、い

ろんな子の成長が見られて楽しかったです」と話して
くれました。

10
10 ただただ可愛い頑張る子どもたち

古平町子育て支援センター運動会
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� お知らせ

旧姓（旧氏）を併記するためには、どうしたらいいの？旧姓（旧氏）を併記するためには、どうしたらいいの？
住民票に旧姓を併記するための請求手続が必要になります。住民票に旧姓が併記されると、
マイナンバーカードや公的個人認証サービスの署名用電子証明書にも旧姓が併記されます。

旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立つ！
こんなとき

に！

契約書

こんなとき
に！

氏 名  子花 ］○○［ 号番
住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 3月31日生 2025年3月31日まで有効

性別 女

氏 名 番号 太郎 
住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 4月 1日生 2025年 4月 1日まで有効

性別 男

旧氏　□□　令和元年11月5日

旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。 旧姓で本人確認ができます！

旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立つ！旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立つ！

各種の契約や銀行口座の名義に
旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。

就職・転職時など、仕事の場面でも
旧姓で本人確認ができます！

旧氏とは？ 「旧氏（きゅううじ）」とは、その人の過去の戸籍上の氏のこと
です。氏はその人に係る戸籍、または除かれた戸籍に記載が
されています。

旧姓は1人に1つだけ
つけられるよ！

　旧姓を初めて併記する場合には、本
人の戸籍謄本等に記載されている過
去の氏の中から１つを選んで併記す
ることができます（その際、マイナン
バーカード又は通知カードを併せて
提出し、同時に併記する必要がありま
す。）。
　なお、引越しで他の市町村に転入し
た場合、住民票等に併記されている旧
姓は引き継がれます。

旧姓としては、
どのようなものを併記できますか。

Q

A 　既に住民票等に併記されている旧
姓は、氏が変わった場合でも引き続き
併記され続けますが、請求いただけれ
ば氏の変更の直前に戸籍に記載され
ていた氏に変更が可能です。

結婚して氏が変わったのですが、既に
住民票等に併記されている旧姓はどう
なるのでしょうか。

Q

A

戸籍謄本戸籍謄本戸籍謄本

請求
書

　必要がなくなった場合などには、旧
姓を削除することが可能です。
　ただし、旧姓を削除した場合には、
その後、氏が変更したときに限り、削除
後に新たに生じた旧姓の中から1つを
選んで再び併記することができます。

旧姓を削除することは
できますか。

Q

A 　住民票では、旧姓は氏名と併せて公
証されているものであることから、旧
姓または氏の一方のみを表示するこ
とはできません。

住民票の写しの交付を受けるときに、
併記されている旧姓を表示しないよ
うにすることはできますか。

Q

A

旧姓を併記するときは
現在の氏と旧姓の両方
が必ず表示されるよ！

　可能です。その上で、マイナンバー
カードを申請することで、旧姓が併記
されたカードが交付され、証明に使え
ます。
　なお、既にマイナンバーカードをお
持ちの方は、追記欄に旧姓を追記する
ことになります。

現在、マイナンバーカードを持っていませ
んが、旧姓を併記する手続はできますか。

Q

A

Q&A旧姓併記に
ついての

「住民票」「印鑑登録証明書」「マイナンバーカード」
１１月５日（火）からスタート！

に旧姓（旧氏）が併記できます！

①�該当旧姓の記載されている戸籍謄本等から現在の氏が記載されている戸籍に至る全ての戸籍謄本等を
用意してください。
②�①で用意した戸籍謄本等、マイナンバーカード又は通知カード、本人確認書類、印鑑を持って町民課
町民生活係でお手続きをしてください。

旧姓併記のための請求手続き

◇お問い合せ先

役場町民課町民生活係

☎０１３５－４２－２１８１

（内線37・59）
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お知らせ

３
歳
児
以
上
の
保
育
料
無
償
化

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
幼
児
教

育
の
重
要
性
や
少
子
化
対
策
の
観
点
な

ど
か
ら
、
国
の
施
策
で
全
国
的
に
３
歳

児
以
上
の
保
育
料
は
無
償
化
（
０
～
２

歳
児
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
も
対
象
）

さ
れ
ま
し
た
。

給
食
費
は
徴
収
し
ま
す

　
保
育
料
は
無
償
化
に
な
り
ま
す
が
、

給
食
費
は
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
給
食
の
材
料
に
か
か
る
費
用
は
、
自

宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
場
合
も
同
様

に
か
か
り
ま
す
。
同
じ
く
授
業
料
が
無

償
化
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
や
、
介
護

保
険
制
度
を
利
用
し
て
の
施
設
入
所
な

ど
、
各
分
野
で
も
食
事
料
は
自
己
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で

は
食
材
料
費
と
し
て
給
食
費
徴
収
を
決

定
し
ま
し
た
。

給
食
費
は
原
則
月
額
６
２
０
０
円
へ

　
町
で
は
事
前
に
保
護
者
の
方
に
対
し

主
食
の
現
物
持
参
か
実
費
徴
収
か
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
賛
成
す
る
意
見
の
多
か
っ
た
実
費

徴
収
と
し
、
主
食
費
は
月
額
１
７
０
０

円
、
副
食
費
は
国
が
目
安
と
し
て
い
る

月
額
４
５
０
０
円
と
決
定
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
所
得
や
お
子
さ
ん
の
人
数
に

よ
っ
て
は
副
食
費
は
減
免
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
５
０
０
０
日
到
達

　
９
月
18
日
に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
５
０
０
０
日

を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
10
月
11
日
に
北
海
道

か
ら
古
平
町
へ
感
謝
状
が
、
北
海
道
交
通
安
全

推
進
委
員
会
か
ら
町
交
通
安
全
推
進
員
会
に
表

彰
状
と
盾
が
、
余
市
警
察
署
か
ら
、
町
交
通
安

全
推
進
委
員
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
余
市
警
察
署
か
ら
町
交
通
安
全
協
会
に

対
し
て
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
平
成
18
年
１
月
９

日
に
国
道
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
起
き
て
以
来
、
現

在
ま
で
13
年
９
か
月
以
上
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
後
志
総
合
振
興
局
に
よ
る
と
、
全
道
の
市
町

村
で
は
、
古
平
町
が
５
０
０
０
日
を
達
成
し
た

９
月
18
日
現
在
、
西
興
部
村
の
８
９
９
６
日
が

最
長
で
、
古
平
町
は
京
極
町
、
島
牧
村
に
次
い

で
４
番
目
に
長
い
そ
う
で
す
。

㊥
余
市
警
察
署
松
永
署
長

㊧
町
交
通
安
全
協
会
加
賀
会
長

㊥
後
志
総
合
振
興
局
北
谷
局
長

㊧
貞
村
町
長

給食費の一覧表

第１号認定（教育標準時間）

階層区分 市町村民税
所得割課税額 第１子 第２子 第３子

以降

第１階層 被保護世帯 0円

第２階層 非課税世帯
1,700円

第３階層 77,100円
以下

第４階層 221,200円
以下

6,200円
6,200円

※条件付き
1,700円第５階層 221,201円

以上

※小学３年生以下のお子様が３人以上の場合３人目か
ら1,700円になります

第２号認定（保育標準時間・満３歳以上）

階層区分 市町村民税
所得割課税額 第１子 第２子 第３子

以降

第１階層 被保護世帯 0円

第２階層 非課税世帯

1,700円第３階層 48,600円
未満

第４階層

57,700円
未満

57,700円
未満

6,200円
6,200円

※条件付き
1,700円第５階層

97,000円
以上

※同時に３人幼児センターに通っている家庭は３人目
から1,700円になります

国の基準に従い
10月から３～５歳児の
保育料無償化、給食費徴収へ！

◇お問合せ先　役場町民課社会福祉係　☎０１３５－４２－２１８１
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� 情報

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
・

推
薦
）
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
候
補
生

及
び
一
般
曹
候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

以
上
33
歳
未
満
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て

の
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
18
～
24
日
ま
で
は
全
国
一

斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化

週
間
で
す
。
期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時

間
を
延
長
し
、
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

○
通
常
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

　

11
月
18
～
22
日
は
８
時
30
分
～
19
時

　

11
月
23
・
24
日　

10
～
17
時

◇
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ア
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
！

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入

は
お
済
み
で
す
か
？
労
働
保
険
に
加
入
し

て
従
業
員
の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
や

福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

北
海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

法
人
道
民
税
等
の
申
告
を
電
子
で

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び
地
方
法
人

特
別
税
の
申
告
及
び
各
種
申
請
・
届
出
を

電
子
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
利
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

・
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.eltax.jp/

・
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部

　

☎
０
１
１-

２
８
１-

７
８
３
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
使
用
者

も
労
働
者
も
　
北
海
道
最
低
賃
金

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び

そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
を
含
む
。）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　
　
　

時
間
額
８
６
１
円

効
力
発
生
年
月
日　

令
和
元
年
10
月
３
日

※
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
及
び
時
間
外
等
割
増
賃
金
は
入
り
ま

せ
ん
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

相
続
登
記
特
設
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す

　

法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
の
促
進
を
図

る
た
め
、
司
法
書
士
会
と
連
携
し
て
次
の

と
お
り
特
設
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

国
家
資
格
を
持
つ
司
法
書
士
が
、
こ
れ
か

ら
相
続
登
記
手
続
の
準
備
を
す
る
方
の
た

め
に
、
わ
か
り
や
す
く
「
相
続
登
記
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
29
日
㈮
10
～
16
時

○
場
所　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局
１
階

○
相
談
時
間　

最
大
30
分
ま
で

○
相
談
対
象　

相
続
登
記
手
続
き
関
係

○
申
込　

完
全
予
約
制
（
定
員
12
名
）

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局

　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

バ
ス
運
転
手
・
合
同
採
用
説
明
会

　

地
域
の
生
活
バ
ス
路
線
を
運
行
し
て
い

る
バ
ス
事
業
者
で
は
、
運
転
手
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
、
運
転
手
不
足

が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
生
活
バ
ス
路

線
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
バ
ス
運
転

手
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
、
運
転
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
、
北

海
道
バ
ス
協
会
と
北
海
道
と
の
連
携
の
も

と
、
バ
ス
事
業
者
参
画
に
よ
る
「
バ
ス
運

転
手
・
合
同
採
用
説
明
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
バ
ス
運
転
手
の
仕

事
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
方
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

①
日
時　

11
月
２
日
㈯
10
～
15
時

②
会
場　

 

札
幌
運
転
免
許
試
験
場
（
手
稲

区
）

③
内
容

　

路
線
バ
ス
運
転
体
験
、
現
役
運
転
手
に

よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ス
会
社
に

よ
る
就
職
相
談
会　

な
ど

④
参
加
対
象
者

　

バ
ス
運
転
手
の
仕
事
に
興
味
・
関
心
が

あ
り
バ
ス
会
社
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る

方⑤
主
催　

北
海
道
バ
ス
協
会
・
北
海
道

◇
お
問
合
せ
・
申
込
先

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
バ
ス
協
会

　

☎
０
１
１-

６
２
１-

４
１
６
１

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地

方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
31
年

１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度

分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書
の

提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は

領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

元
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

に
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定

で
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

11
月
20
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

　

相
談
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
37
）

年
末
調
整
等
説
明
会
を
行
い
ま
す

　

余
市
税
務
署
で
は
、
令
和
元
年
分
の
年

末
調
整
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
26
日
㈫　

①
10
時
～
②
14
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館

○
内
容　

　

①
年
末
調
整
の
仕
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

　

②
源
泉
徴
収
事
務
の
留
意
事
項

　

③
法
定
調
書
の
提
出
の
留
意
事
項

○
そ
の
他

・
年
末
調
整
関
係
用
紙
等
の
情
報
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
t
a
.

o.jp

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
源
泉
所
得
税
の
納
付
はe

-
T
a
x

を
利
用

し
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
か
ら
、
期
日
を

指
定
し
て
納
付
が
で
き
る
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
が
便
利
で
す
。

・
年
末
調
整
等
説
明
会
に
引
き
続
き
、「
消

費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明

会
」
を
約
30
分
開
催
い
た
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署
調
査
部
門

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

～
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
は
～

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知

識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
集
中
的
に
様
々
な
広
報

広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

　

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の
実
施
に
合
わ
せ

て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら

し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

２
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

　

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

の
実
施
に
合
わ
せ

て
、Y

o
u
T
u
b
e

の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
番
組
「Web-TAX-TV

」
の
新
着
情

報
な
ど
の
各
種
情
報
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発

信
し
ま
す
。 

３
　 

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

国
税
庁
の
取
り
組
み

　

国
税
庁
に
お
い
て
は
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
対
応
す
る
た
め
に
、
関
係
民

間
団
体
等
と
も
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が

ら
、
効
果
的
な
周
知
・
広
報
を
実
施
し
ま

す
。

４
　 

小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
の
開

催

　

余
市
税
務
署
管
内
の
小
学
校
の
児
童
の

皆
さ
ん
の
書
道
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
時
に
北
海
道
主
催
の
「
全

道
中
学
生
の
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス

タ
ー
」
及
び
公
益
社
団
法
人
余
市
地
方
法

人
会
女
性
部
会
が
主
催
す
る
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
展
示

も
行
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
税
に
つ
い
て

考
え
、
表
現
し
た
、
元
気
あ
ふ
れ
る
作
品

を
是
非
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
６
日
（
水
）
12
時
～

　
　
　
　

11
月
15
日
（
金
）
13
時

(

営
業
時
間
は
９
時
～
18
時　

月
曜
休
み)

○
会
場　

 

エ
ル
ラ
プ
ラ
ザ
（
Ｊ
Ｒ
余
市
駅

舎
）
２
階
展
示
場

※
作
品
の
写
真
撮
影
は
自
由
で
す
が
、
他

の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
５
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土
地
の
現
況
ま
た
は
利
用
目
的
が
自
然

的
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
人
為
的
に
変

更
し
た
等
、
登
記
さ
れ
て
い
る
地
目
以
外

の
地
目
と
な
っ
た
場
合
、
登
記
記
録
上
の

地
目
を
現
況
の
地
目
に
符
合
さ
せ
る
登
記

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
的
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
と

し
て
、
登
記
記
録
上
は
畑
と
な
っ
て
い
る

土
地
が
耕
作
放
棄
等
に
よ
り
原
野
と
な
っ

た
時
に
は
、
畑
か
ら
原
野
へ
の
地
目
変
更

登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
人
為
的
変
更

と
し
て
は
、
登
記
記
録
が
宅
地
以
外
と

な
っ
て
い
る
土
地
に
、
住
宅
を
建
て
た
場

合
に
は
、
宅
地
へ
の
地
目
変
更
登
記
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

地
目
変
更
登
記
は
、
不
動
産
登
記
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
地
目
の
内
で
、
土
地
の

現
況
及
び
利
用
目
的
に
重
点
を
置
き
、
土

地
全
体
の
状
況
を
観
察
し
て
判
断
し
、
地

目
を
決
定
し
ま
す
。

　

１
筆
の
土
地
に
２
種
類
以
上
の
地
目
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
不
動
産
の
登
記
状
況

を
把
握
し
、
地
目
変
更
の
原
因
・
日
付
を

調
査
し
、
皆
さ
ま
の
代
理
人
と
な
り
法
務

局
に
登
記
を
申
請
で
き
る
専
門
家
は
土
地

家
屋
調
査
士
だ
け
で
す
。

　

土
地
の
地
目
変
更
か
も･

･
･

と
思
っ
た

ら
お
近
く
の
土
地
家
屋
調
査
士
又
は
札
幌

土
地
家
屋
調
査
士
会
に
ご
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局

　

☎
０
１
３
４-
23-

３
０
１
２

　

札
幌
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
１
１-

２
７
１-
４
５
９
３

第11回

登
記
・
相
続
に
関
す
る
Q
＆
A

～ 

土
地
の
使
用
用
途
が
変
わ
っ
た
場
合
、

登
記
は
ど
う
す
る
の
？ 

～

八
反
田
國
治
さ
ん
旭
日
単
光
章
受
章

　

５
月
１
日
、
町
議
会
議
員
を
16
年
間
務

め
た
八
反
田
國
治
さ
ん
へ
日
本
国
天
皇
か

ら
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
、
９
月
19
日

に
佐
藤
副
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

京
極
町
と
協
定
締
結
へ

　

10
月
７
日
、
京
極
町
役
場
で
「
古
平
町
・

京
極
町
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
に
関
す

る
協
定
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
締
結
で
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

に
よ
る
各
種
シ
ス
テ
ム
に
係
る
費
用
の
削

減
、
ク
ラ
ウ
ド
技
術
に
よ
る
災
害
時
対
応

の
充
実
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

　
　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

11
月
３
日
（
日
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
23-

８
８
１
１
）

11
月
４
日
（
月
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
22-

２
４
４
７
）

11
月
10
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

 

（
☎
32-

３
４
５
５
）

11
月
17
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
21-

４
５
７
０
）

11
月
23
日
（
土
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
48-

５
０
０
０
）

11
月
24
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
21-

５
５
６
６
）

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

 

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

Q 　土地の使用用途

が変わった場合、登

記はどうするの？

A 　登記記録上の地

目を現況の地目に符

合させる登記が必要

です。
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くらし／投稿

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
３
月
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日

本
大
震
災
）
に
よ
る
甚
大
な
津
波
被
害
を

踏
ま
え
、
同
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
「
津

波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い

て
、
広
く
津
波
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
11
月
５
日
を
「
津
波
防
災
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

１
８
５
４
年
（
安
政
元
年
）
11
月
５
日

に
発
生
し
た
安
政
南
海
地
震
で
は
、
中
部

地
方
か
ら
九
州
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
津

波
が
襲
い
ま
し
た
。
紀
伊
国
広
村
（
現　

和
歌
山
県
有
田
郡
広
川
町
）
で
は
、
高
さ

約
５
メ
ー
ト
ル
の
大
津
波
が
村
を
襲
い
ま

し
た
。
広
村
で
は
、
ヤ
マ
サ
醤
油
７
代
目

の
濱
口
梧
陵
（
は
ま
ぐ
ち 

ご
り
ょ
う
）
が
、

和
歌
山
県
を
津
波
が
襲
っ
た
際
に
、
田
ん

ぼ
の
稲
む
ら
に
火
を
放
ち
、
暗
闇
の
中
で

逃
げ
遅
れ
て
い
た
村
人
を
高
台
に
あ
る
広

八
幡
神
社
の
境
内
に
導
き
、
多
く
の
村
人

を
救
っ
た
「
稲
む
ら
の
火
」
と
い
う
逸
話

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

津
波
防
災
の
日
は
、
大
き
な
津
波
被
害

を
も
た
ら
し
た
日
で
は
な
く
、
防
災
知
識

の
活
用
に
よ
っ
て
人
々
の
命
が
救
わ
れ
た

成
功
例
に
因
ん
だ
日
と
し
て
、
安
政
南
海

地
震
の
発
生
し
た
日
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
３
月
に
宮

城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
連

防
災
会
議
に
お
い
て
、
日
本
は
、
「
稲
む

ら
の
火
」
の
逸
話
や
、
11
月
５
日
が
日
本

の
「
津
波
防
災
の
日
」
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
世
界
中
の
津
波
に
関
す
る
防
災
意
識

の
向
上
の
た
め
「
世
界
津
波
の
日
」
を
制

定
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
同
年
12

月
に
行
わ
れ
た
国
連
総
会
で
、
11
月
５
日

を
「
世
界
津
波
の
日
」
に
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
11
月
５
日
や
そ
の
前
後
に
お
い
て
、

「
津
波
防
災
の
日
」を
広
く
皆
さ
ま
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

震
・
津
波
防
災
訓
練
な
ど
の
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
地

震
・
津
波
の
仕
組
み
や
防
災
啓
発
の
ビ
デ

オ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
地
震
や
津
波
災
害
に
対
す
る

備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　
☎
０
１
１-

６
１
１-

０
１
７
０

こ
の
夏
は
一
度
も
泳
が
づ
盆
す
ぎ
し
年
の
せ
い
か
な
着
る
も
の
さ
が
す�

泉　
　
　
清　
三

家
さ
が
し
も
ケ
ア
マ
ネ
休
み
で
諦
ら
め
る
力
が
足
り
づ
転
居
も
き
び
し�

今　
泉　
ベ　
ル

灯
籠
流
し
太
鼓
連
打
に
送
ら
れ
て
お
帰
り
な
る
も
大
海
原
に�

金　
子　
寿　
子

庭
畑
は
あ
る
な
し
の
風
吹
け
に
け
り
い
も
の
花
揺
れ
雲
は
夏
め
く�

坂　
本　
信　
子

そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
方
違
ふ
立
場
で
も
個
人
個
人
に
物
語
り
あ
り�

田　
中　
香　
苗

先
祖
か
ら
受
け
継
ぎ
し
土
地
に
咲
き
つ
づ
く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
日
々
癒
さ
れ
ぬ

�

寺　
田　
カ
ツ
子

暖
か
く
な
り
た
る
午
後
に
輝
き
て
ガ
マ
の
穂
の
綿
毛
し
き
り
に
と
べ
り�

玉　
谷　
美
都
子

穏
や
か
な
風
の
流
れ
が
心
地
良
い
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
や
さ
し
く
揺
れ
る�

佐
々
木　
と
も
子

古
平
町
岬
短
歌
会

秋
風
や
昨
日
の
朝
と
違
ふ
色

秋
風
を
鍬
に
凭
れ
て
仰
ぎ
け
り

浜
風
に
幟
は
た
め
く
秋
祭

�

渡　
辺　
嘉　
之

こ
こ
が
好
き
半
島
が
好
き
小
鳥
来
る

秋
祭
岬
空
砕
く
笛
太
鼓

今
朝
の
秋
少
し
濃
め
の
日
本
海

�

室　
谷　
弘　
子

名
を
問
へ
ば
幹
大
と
答
へ
ミ
カ
ン
む
く

青
い
空
光
る
紅
葉
や
里
の
景

面
倒
な
事
を
忘
れ
て
根
深
汁

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

11
月
５
日
は

「
津
波
防
災
の
日
」！
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� 出来事／くらし

ふるびら 元気っ子 町内に住む満１歳になる子どもを紹介します。
今月号は10月に誕生日を迎えた子どもです。

平
ひら

田
た

 真
ま

七
な

斗
と

ちゃん
10月７日生
保護者　雅一さん
（浜三）　ちなみさん
ちなみさんより
バイバイ・パチパチが好
きな社交的な男の子です。

羽
は

生
にゅう

 大
や ま と

和ちゃん
10月27日生
保護者　圭佑さん
（あけぼの）　千笑さん
千笑さんより
運動が大好きな男の子
です。

12

広
報 

ふ
る
び
ら 

11
月
号

令
和
元
年
10
月
25
日
発
行
第
５
２
８
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海 町の人口と世帯数

� 前月比

人　口�3,053人　�（�7�）

　男� 1,421人　�（�0�）

　女� 1,632人　�（�7�）

世帯数�1,759世帯�（�7�）

上記のうち

外国人� 56人　�（�7�）

男� 6人　�（�0�）

女� 50人　�（�7�）

令和元年9月末日現在
住民基本台帳人口

　体育の日の10月14日、中島公園スポーツレクレーション広
場を発着点に第44回古平ロードレース大会（実行委員会主催）
が行われました。髙野俊和実行委員長は「それぞれの力量に
合わせたコースで、１日楽しんでください」と挨拶。走る15
キロの部を皮切りに、走る10～２キロ、歩く４・２キロの部が
順にスタートし、参加者は秋の古平町を颯爽と駆け抜けていき
ました。また、広場では射的や特産品の販売、京極町の野菜
詰め合わせコーナーなどに集まる人で賑わっていました。参
加者はゴール後、広場のグラウンドで振舞われた豚汁で体を
温めていました。６キロを走った山田美優さん（古平中２年）
は「バレー部として参加し、仲間と共に疲れず走ることがで
きました」と話してくれました。

第４４回古平ロードレース大会

　
　
町
内
の
団
体
が
音
楽
や
舞
踊
を
披
露
す

る
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時 

11
月
３
日
（
日
）

 

10
時
30
分
～

●
開
催
場
所

　
文
化
会
館
（
太
陽
ホ
ー
ル
）

　
ま
た
、
10
月
25
日
～
29
日
の
期
間
で
、
文

化
祭
作
品
展
示
会
が
同
会
場
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　 

（
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
番
号
42-

２
３
０
０

第
52
回
文
化
祭
発
表
会

�

開
催
の
お
知
ら
せ

上記のうち

外国人� 56人　�（�7�）

男� 6人　�（�0�）

女� 50人　�（�7�）
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